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2018

●「なんで自分だけ注意されるの……」。子ども
たちは不満そうな顔や反抗的な目をして、時に
は怒りを爆発させて、その言葉を口にします。
注意されてもしかたない行為をしていても、不
公平な扱いに敏感です。特集１で「注意という
ものが、もともと公平ではないことを事前に子
どもに説明しておく」という対応法が紹介され
ています。「代表注意」という名前をつけて、「た
またま、特に目についた○○君を代表して注意
したのだ」と説明しておくのです。この「代表
注意」という言葉が子どもたちの間に広がれば、
不公平感はずいぶんやわらぎそうです。
●私の小中学校時代の同級生にも場面緘黙の子
がいたのですが、その子とうまく友達づきあい
ができませんでした。特集２で紹介されている
ような知識を当時の担任の先生が持ち、対応し
てくれていたら、私とその子との関係は違うも
のになっていたのではと感じました。 

授業の導入や相談だより・学級通信など
で、時事ネタや豆知識といった「ちょっ
といい話」を紹介する先生も多いでしょ
う。こうした「いい話」の見つけ方や、
子どもたちへの伝え方について考えます。

描画法を子どもにやってもらうことで、
言葉で内面を表現するのが苦手な子の理
解が深まったり、描画を媒体に子どもと
の関係がよくなったりすることがありま
す。学校で使える描画法を紹介します。
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